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表紙の写真;

木曽御岳山1979年噴火

1979年10月28目木曽御岳山が突然噴火した噴煙の高さはおよ

そ1000mに達し火口の東北一東北東に降灰した火口の位置は

御岳山の頂上直下地獄谷の谷頭で写真で見るとおり火口は単一

でなく西北西一東南東方向に配列しているこれらの火口のうち西

端(写真で左端)の火口添大きく(噴煙の下部が黒灰色を征している)

右端の王滝頂上直下の火口ととも火山灰を噴出した

(写真中目新聞杜提供文曽屋龍典)
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